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3 広報いいで 2008/10/9

ラブリー・ホームタウ　ラブリー・ ン
愛しいこのまちのため　愛しいこの に

５０周年を祝う歌が会場いっぱいに響い５０周年を祝う歌が会 た

禦

鋸漁

虚舟山沙樹さんと大友博生さんは、息の合った、そして
声高々に未来へつなぐ50周年宣言を行った　許置賜３市
４町首長をはじめ多くの来賓が式典に出席し、本町の50
年周年を祝った　距式典を締めくくった小学６年生66
名の大合唱「ラブリー・ホームタウン」。会場は長い間
拍手に包まれた　鋸齋藤町長は、これまでの先人の英知
とまちづくりへの努力を称えるとともに、今後もさらな
る町の発展を願う式辞を述べた　漁今年度、町内全域に
敷設される光回線を使い、交流のある岩﨑桶川市長（埼
玉県）から祝辞のメッセージをもらった　禦会場のお客
様に向かって紹介される功労者表彰を受章した皆さん

《
社
会
福
祉
功
労
》 
飯
豊
シ
ル
バ
ー
サ
ポ
ー
ト
会 

会
長 
五
十
嵐
光
子
（
高
齢
者
の
生
き
が
い
支
援
や

介
護
予
防
体
操
の
普
及
な
ど
高
齢
者
福
祉
推
進
に

貢
献
）
／
飯
豊
町
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議

会 
会
長 
中
村
文
子（
減
塩
運
動
を
始
め
と
す
る
町

内
食
生
活
の
改
善
運
動
推
進
や
郷
土
料
理
の
伝
承

活
動
な
ど
に
貢
献
）
／
髙
橋
文
男
（
多
年
民
生
児

童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
に
貢
献
・
岩
倉
）
／
渡

部
節
子
（
同
・
黒
沢
）
／
朝
倉
隆
一
郎
（
同
・
萩

生
）
／
田
林
庄
一
（
同
・
中
）
／
馬
卸
ヨ
ネ
（
同
・

添
川
）
／
中
村
文
子
（
多
年
食
生
活
改
善
推
進
員

連
絡
協
議
会
長
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
長

と
し
て
社
会
福
祉
に
貢
献
・
手
ノ
子
）
／
髙
橋
昭

一
（
多
年
不
法
投
棄
監
視
員
、
衛
生
組
合
長
と
し

て
保
健
衛
生
の
振
興
に
貢
献
・
添
川
）
／
井
上
直

司
（
同
・
高
峰
）
／
島
貫
吉
太
郎
（
同
・
手
ノ
子
）

／
冨
永
勝
太
郎
（
同
・
松
原
）
／
山
口
八
郎
（
同
・

宇
津
沢
）
／
志
田
好
影
（
多
年
保
護
司
と
し
て
社

会
福
祉
に
貢
献
・
椿
）
／
伊
藤
幸
儀
（
同
・
数
馬
）

《
民
生
功
労
》 
渡
部
道
雄
（
元
消
防
副
団
長
、
団

員
二
十
六
年
・
黒
沢
）
／
井
上
與
五
平
（
元
消
防

分
団
長
、
団
員
三
十
五
年
・
高
峰
）
／
山
口
政
司

（
元
消
防
分
団
長
、
団
員
二
十
六
年
・
小
白
川
）

／
山
口
二
雄
（
同
・
中
）
／
渡
部
恵
介
（
元
消
防

班
長
、
団
員
三
十
年
・
川
内
戸
）
／
髙
橋
亮
（
元

消
防
班
長
、
団
員
二
十
六
年
・
白
川
）
／
伊
藤
敏

幸
（
元
消
防
班
長
、
団
員
二
十
五
年
・
高
峰
）
／

安
部
弘
（
消
防
団
員
二
十
七
年
・
遅
谷
）
／
斎
藤

真
喜
雄
（
消
防
団
員
二
十
六
年
・
白
川
）
／
遠
藤

忠
一
（
消
防
団
員
二
十
五
年
・
高
峰
）
／
中
善
寺

正
和
（
同
・
白
川
）　
《
公
益
功
労
》 
特
定
非
営
利

活
動
法
人
ほ
っ
と 
理
事
長 
髙
橋
エ
ミ
／
特
定
非

営
利
活
動
法
人
い
い
で
い
い
住
ま
い
づ
く
り
研
究

所 
代
表
理
事 
堀
江
勝
彦
／
特
定
非
営
利
活
動
法

人 
山
形
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ひ
ら

す
び
牧
場 
代
表 
金
田
舞
美
／
源
流
の
森
イ
ン

タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会 
会
長 
山
口
八
郎
／

ふ
る
さ
と
お
宝
発
見
隊 
代
表 
髙
橋
勝
／
Ｊ
Ａ
山

形
お
き
た
ま
飯
豊
地
区
青
年
部
添
川
支
部 
支
部

長 
岩
瀬
也
寸
宏
／
白
川
ダ
ム
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
会

議 
会
長 
石
山
泰
子
／
飯
豊
町
め
ざ
み
の
里
協
議

会 
会
長 
小
松
誠
一
郎

齋
藤
町
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
舟
山
沙
樹
さ
ん
（
飯

豊
中
）
と
大
友
博
生
さ
ん
（
中
津

川
中
）
が
、
町
制
施
行
五
十
周
年

を
機
に
「
さ
ら
に
元
気
で 
潤 
い
に

う
る
お

満
ち
た
新
た
な
る
飯
豊
町
の
創

造
」
を
力
い
っ
ぱ
い
宣
言
し
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
町
内
の
小
学
六
年
生

六
十
六
人
が
、町
の
合
唱
組
曲「
ラ

ブ
リ
ー
・
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
～
ふ
る

さ
と
に
捧
げ
る
六
つ
の
賛
歌
～
」

か
ら
「
第
六
楽
章
い
つ
も
心
に
」

を
合
唱
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
熱
唱
が
終
わ
る
と
、
会
場
は
大

き
な
拍
手
に
包
ま
れ
、
大
盛
況
の

う
ち
式
典
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

Photograph
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ラブリー・ホームタウホームタウンン
愛しいこのまちのためまちのためにに

５０周年を祝う歌が会場いっぱいに響い場いっぱいに響いたた

距

虚

許

周周年年50
記念式記念式典典
6. September.2008

町制施町制施行行
　

九
月
六
日
、
町
民
総
合
セ
ン

タ
ー
「
あ
～
す
」
を
会
場
に
、
町

制
施
行
五
十
周
年
記
念
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
置
賜
三
市
四
町
の

首
長
や
、
友
好
都
市
の
千
葉
県
南

房
総
市
長
な
ど
多
く
の
来
賓
を
お

招
き
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
方

か
ら
も
広
く
参
加
い
た
だ
き
、
約

四
百
名
の
皆
さ
ん
で
五
十
周
年
の

節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　

齋
藤
町
長
は
式
辞
の
中
で
、
幾

多
の
自
然
災
害
を
乗
り
越
え
、
優

れ
た
英
知
と
勤
勉
の
精
神
で
「
手

づ
く
り
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
営
ん

で
き
た
先
人
を
称
え
る
と
と
も
に
、

そ
の
精
神
を
継
承
し
、
よ
り
一
層

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
町
政
発
展
の

た
め
に
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
五

十
二
名
と
十
一
団
体
の
皆
さ
ん
へ
、

《
地
方
自
治
功
労
》 
五
十
嵐
文
雄
（
前
議
長
・
議

会
議
員
十
六
年
在
任
・
白
川
）
／
黒
澤
長
彬
（
議

会
議
員
十
六
年
在
任
・
萩
生
）／（
故
）鈴
木
誠（
同
・

小
白
川
）
／
小
松
誠
一
郎
（
多
年
町
振
興
審
議
会

委
員
と
し
て
地
域
振
興
に
貢
献
・
黒
沢
）
／
宇
津

木
久
助
（
統
計
調
査
員
五
十
三
年
在
任
・
萩
生
）

／
峯
村
伊
佐
男
（
統
計
調
査
員
三
十
六
年
在
任
・

黒
沢
）
／
山
口
義
雄
（
同
・
松
原
）
／
伊
藤
二
郎

（
統
計
調
査
員
二
十
四
年
在
任
・
椿
）
／
樋
口
久

夫
（
多
年
地
区
協
議
会
長
と
し
て
地
域
振
興
に
貢

献
・
萩
生
）
／
小
松
丘
吉
（
同
・
椿
）
／
梅
津
次

雄
（
同
・
黒
沢
）
／
鈴
木
三
千
雄
（
中
津
川
財
産

区
管
理
会
委
員
三
十
二
年
在
任
・
下
屋
地
）
／
宇

津
木
敦
（
萩
生
財
産
区
管
理
会
委
員
二
十
八
年
在

任
・
萩
生
）　
《
教
育
功
労
》 
鈴
木
春
夫
（
多
年
体

育
指
導
員
と
し
て
社
会
体
育
の
振
興
に
貢
献
・
萩

生
）
／
島
田
三
郎
（
多
年
青
少
年
健
全
育
成
活
動

を
通
し
社
会
教
育
の
振
興
に
貢
献
・
添
川
）
／
後

藤
行
雄
（
町
内
各
校
の
学
校
薬
剤
師
三
十
四
年
在

任
・
長
井
市
）
／
髙
橋
亨
一
（
多
年
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
指
導
者
と
し
て
社
会
体
育
の
振
興
に
貢
献
・

萩
生
）
／
伊
藤
和
正
（
同
・
高
峰
）
／
島
貫
潤
一

郎
（
同
・
萩
生
）
／
三
森
和
裕
（
多
年
「
源
流
の

森
」
を
通
し
町
の
山
村
文
化
の
継
承
と
環
境
教
育

の
普
及
に
寄
与
・
山
形
市
）
／
織
田
洋
典
（
同
・

南
陽
市
）　
《
産
業
功
労
》 
井
上
俊
幸
（
施
設
園
芸

の
先
駆
者
と
し
て
農
業
振
興
と
多
く
の
新
規
就
農

者
の
育
成
に
貢
献
・
添
川
）
／
髙
橋
勝
俊
（
飯
豊

産
米
沢
牛
な
ど
の
畜
産
の
振
興
に
貢
献
・
中
）
／

中
津
川
農
地
利
用
改
善
組
合 
代
表 
渡
部
喜
良（
農

地
の
保
全
と
地
域
農
業
の
振
興
に
貢
献
）
／
佐
藤

芳
男
（
多
年
観
光
協
会
理
事
と
し
て
観
光
の
振
興

に
貢
献
・
松
原
）
／
長
岡
幸
一
郎
（
野
川
土
地
改

良
区
総
代
・
理
事
三
十
二
年
在
任
・
中
）
／
鈴
木

昭
吾
（
多
年
商
工
会
理
事
と
し
て
商
工
業
の
振
興

に
貢
献
・
萩
生
）
／
男
鹿
百
合
子
（
同
・
手
ノ
子
）

／
髙
橋
憲
策
（
飯
豊
町
森
林
組
合
、
西
置
賜
ふ
る

さ
と
森
林
組
合
理
事
二
十
九
年
在
任
・
高
造
路
）

功
労
者
表
彰（

敬
称
略
）
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町制施行50周年記念事業

血
が
騒
ぐ
祭
囃
子

ば
や 

し

舞
う
者
は
力
の
限
り
獅
子
を
振
り

見
る
者
は
心
を
躍
ら
せ
た

獅子
の
競
演
を
見
た

 出場団体（出場順） 

椿熊野神社　

手ノ子八幡神社

黒沢八幡神社

中若宮八幡神社

稲荷神社（下黒沢）

中ノ目八幡神社

松原八幡神社

萩生諏訪神社

豊中稲荷神社（中）

小白川神社

涌沼神社

4

　

九
月
六
日
、
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

「
あ
～
す
」
を
主
会
場
に
、
獅
子
の

競
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

町
制
施
行
五
十
周
年
の
節
目
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
各
地
区
の
獅
子
が
舞

を
披
露
し
合
い
、
飯
豊
町
の
さ
ら
な

る
発
展
を
祈
念
し
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。
町
内
の
十
一
社
の
獅
子
が
一
堂

に
会
す
る
初
の
試
み
と
あ
っ
て
、
会

場
は
多
く
の
観
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　

午
後
三
時
。
椿
熊
野
神
社
を
皮
切

り
に
、獅
子
舞
が
始
ま
り
、「
あ
～
す
」

駐
車
場
に
設
け
ら
れ
た
特
設
会
場
で

舞
を
披
露
し
た
後
、
白
椿
地
区
公
民

館
に
向
か
っ
て
公
道
に
繰
り
出
し
ま

し
た
。
沿
道
で
待
ち
構
え
て
い
た
近

所
の
方
々
か
ら
お 
神  
酒 
を
振
舞
わ
れ

み 

き

た
り
、「
ご
し
ん
じ
ん
」
を
お
願
い
す

る
人
た
ち
な
ど
で
、
周
辺
は
お
祭
り

ム
ー
ド
一
色
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
夕
方
か
ら
雨
が
降
り
始

め
、
夜
に
な
る
と
激
し
い
雷
雨
と
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
参
加
し
た
す

べ
て
の
団
体
は
、
雨
な
ど
も
ろ
と
も

せ
ず
最
後
ま
で
勢
い
が
衰
え
な
い
勇

壮
な
獅
子
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

九
時
十
一
分
。
し
ん
が
り
を
努
め

た
涌
沼
神
社
（
椿
）
が
、
渾
身
の
獅

子
舞
で
お
宮
入
り
を
果
た
し
、
獅
子

の
競
演
は
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

雨
の
中
、
最
後
ま
で
獅
子
舞
を
完

遂
し
た
各
団
体
は
、
仲
間
同
士
で
握

手
を
し
た
り
、
肩
を
叩
き
合
っ
て
達

成
感
を
喜
ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
最
後
の
団
体
ま
で
見

届
け
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
か
ら
も

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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♪

　初演演奏会の成功は、合唱に参加した皆さんの練習の成果とともに、その指導にあたってくださっ
た上記の先生方のご尽力も大きいものでした。難しい合唱組曲でありながら、ときにはユーモアを
交え、分かりやすいご指導でコーラス隊の歌声を一つにまとめあげてくださいました。時間を割い
て、この演奏会のためにご協力いただいた先生方に感謝の拍手をお送りします。

小松伸子先生
（長井市在住）

安部里美先生
（米沢市在住）

piano
土屋和彦先生
（長井市在住）

土屋明子先生
（長井市在住）

piano

♪
舟山李奈さん
（中・高校1年）

　コーラス隊の皆さんは年上の方ばかりです
が、優しくて楽しい方ばかりです。難しい曲
ですが、飯豊町のイメージにぴったりで、な
じむと歌いやすい曲だと思いました。のびの
びと楽しく歌えるようにがんばります。

髙橋徹成さん
（高峰・20歳）

　詩を読んで、飯豊町のきれいな風景や飯豊
山の雄大なイメージが見事に表現されている
と思いました。実際に歌ってみると音程が独
特で難しい曲だと感じました。初演演奏会で
は練習の成果をだせるようにがんばります。

コーラス隊♪
Step3

▲新合唱組曲初演演奏会で舞台挨拶をする村田
さち子先生（右）、池辺晋一郎先生（中央）、ピア
ニストの斎木ユリ先生（左）

作詩／村田さち子先生
作曲／池辺晋一郎先生

　９月７日の初演演奏会で舞台挨拶
された作詩家の村田先生は、本町の
自然、文化、歴史を詩に織り交ぜ書
き上げたことを披露しました。また、
作曲家の池辺先生は、合唱の指導で
飯豊中学校を訪れたとき、生徒たち
の練習の熱心さに感動したエピソー
ドを語ってくださいました。

新合唱組曲制作者♪
Step1

初演演奏会に臨む心境を若い二人に聞いた
interview

女声三部合唱に参加

混声四部合唱に参加

新合唱組曲を作り上げた人たち

合唱指導者♪
Step2

飯豊

　女声三部は町内の女声合唱団「コラール・
ド・めざみ」と一般応募の皆さん合わせて24
名が全楽章を、混声四部は飯豊中学校の全生
徒218名とこの初演演奏会のために結成された
混声合唱団「アルカディア」の47名が楽章別
に大合唱。また、演奏会前に合唱オペラ「ごん
ぎつね」を熱演された「ごん座」の皆さんも
参加し、延べ340名のハーモニーがホールに響
き渡り、感動の初演演奏会を作り上げました。
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乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

飯豊山 
～我が心のアルカディア～

第１楽章　大地の賦
第２楽章　とーびんと
第３楽章　 湖 に捧げるレクイエム

うみ

第４楽章　我が心のアルカディア
第５楽章　飯豊山

山～我が心のアルカディア～

町
の　

周
年
を
飾
る
歌

50

そ
れ
は
父
の
よ
う
に
雄
大
で
、

母
の
よ
う
に
優
し
い
旋
律

飯
豊
山
そ
の
も
の
だ
っ
た

混声四部合唱組曲・女声三部合唱組曲

　

九
月
七
日
、
町
民
総
合
セ

ン
タ
ー
「
あ
～
す
」
を
会
場

に
新
合
唱
組
曲
「
飯
豊
山
～

我
が
心
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

～
」
の
初
演
演
奏
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

作
詩
は
村
田
さ
ち
子
先
生
、

作
曲
は
池
辺
晋
一
郎
先
生
に

依
頼
し
、
平
成
十
九
年
度
中

に
完
成
し
ま
し
た
。
今
年
度

よ
り
初
演
演
奏
会
に
向
け
て
、

合
唱
す
る
飯
豊
中
の
全
生
徒

と
、
こ
の
演
奏
会
の
た
め
に

応
募
さ
れ
た
方
々
の
練
習
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

初
演
演
奏
会
は
、
女
声
三

部
合
唱
組
曲
と
混
声
四
部
合

唱
組
曲
の
二
回
に
分
け
て
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
指
揮
は
池

辺
先
生
、
伴
奏
は
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
斎
木
ユ
リ
先
生
、
そ
し

て
合
唱
オ
ペ
ラ
団「
ご
ん
座
」

が
合
唱
に
加
わ
り
、
質
の
高

い
、
迫
力
の
あ
る
演
奏
会
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
楽
章

の
合
間
に
村
田
先
生
が
自
ら

詩
を
朗
読
さ
れ
、
会
場
の
お

客
様
は
詩
の
イ
メ
ー
ジ
も
堪

能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

合
唱
に
参
加
し
た
中
学
生

か
ら
は
、「
一
生
の
思
い
出
と

な
る
合
唱
発
表
で
し
た
」
な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

合
唱
組
曲
「
飯
豊
山
～
我

が
心
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
～
」

は
、
今
後
、
町
内
外
に
発
信

し
、「
音
楽
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
継
承
と
推
進
を
果
た

す
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
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2008.9.7

2008.9.7
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Photograph 写真で見る町制施行50周年

繋町内の園児たちの手形で描いた飯豊山　罫
本町の水道水をペットボトルにつめてお客様
へプレゼント。このおいしい水をいつまでも
守りたい　茎町内外から約40点の秀作がそろっ
た、未来につなぐいいでフォトコンテスト　
荊元郵政大臣八代英太氏による福祉の町づく
り記念講演　蛍昭和63年11月に埋められたタ
イムカプセルが20年ぶりに開封された　計約
920通の未来への手紙が各人のもとへ届けられ
た　詣子どもの自分が、大人になった自分へ
宛てた手紙。未来予想図は当たっていたか涯

繋まつりの開幕は歓迎太鼓から始まった　罫毎
年恒例のちびっこつかみどり。子どもたちはず
ぶ濡れになってもへっちゃらのようだ　茎見事
リサイクル自転車が当たった皆さん。ぜひ環境
に優しい自転車ライフを　荊まつりの最後を飾
るのはWA（輪）踊り。色とりどりの浴衣姿や、
仮装がまつりの雰囲気を盛り上げた　蛍22団
体、約1,200人が輪踊りに参加。２日間にわた
るめざみの里まつりは盛大に幕を閉じた

町制施行50周年記念事業

めざみの里まつり

町制施行50周年記念事業

　造林機械チェーンソーを使った製作実演会を
開催します。迫力ある実演をお楽しみください。
◆場所／町民総合センター「あ～す」屋外会場
◆時間／１回目10：00～　２回目13：00～
◆参加費／無料

　「なじょすっぺ おらほの農業」をテーマに劇
団「ぜんとようようくらぶ」が演劇上演します。
笑いと感動の演劇です。ぜひお越しください。
◆場所／町民総合センター「あ～す」多目的ホール
◆時間／13：30開演
◆入場料／500円（当日券600円）

チェーンソー・アーチェーンソー・アートト

実実　演演

次は秋の
11月3日迂 収収 穫穫 祭祭

会場／町民総合センター「あ～す」

劇団
「ぜんとようようくらぶ」

演劇上演

◆問合せ先／役場産業振興課農業振興室緯72―2111内線263

そのほか、楽しいイベント盛りだくさん。ぜひご家族、お友達とお越しください。



8

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

1

2
3

1
2

2008.9.6～7

2008.9.6～7
2008.9.6～7

2008.9.6
2008.9.62008.9.7

記念事業・めざみの里まつり

町

制

施

行

　
50

周

年

記

念

事

業

め

ざ

み

の

里

ま

つ

り

建

飯豊町宝物百選

広報いいで縮刷版第3巻飯豊町の歴史を知る手がかり

町制施行50周年記念事業

絶賛好評発売中鎧

飯豊町宝物百選
（飯豊町史話会編）

広報いいで縮刷版第３巻
（飯豊町役場総務企画課編）

4,000円（税込）

　私たちの先人から幾世代にもわたって引き継がれてきた貴重
な文化遺産。それは先人たちの信仰や、祈りの対象であったり、
生きてゆく心の支えであった…。
　飯豊町史話会（長沼良次会長）のメンバーが絞りに絞って選
んだ100の宝物。さらに一つ一つを多角的にていねいに調査し、
解説した渾身の１冊です。後世に引き継ぎ守り続ける上での貴
重な資料です。こちらは、町民総合センター「あ～す」図書室
などでご覧いただけます。

「広報いいで」の平成10年４月号から平成20年３月号までの10年　「広報いいで」の平成10年４月号から平成20年３月号までの10年間間
分の縮刷版が完成しました。飯豊町の出来事や発展がわかる一冊分の縮刷版が完成しました。飯豊町の出来事や発展がわかる一冊でで
す。お求めになりたい方は下記までどうぞお問い合わせくださいす。お求めになりたい方は下記までどうぞお問い合わせください。。
また、縮刷版第１巻、第２巻も購入できますまた、縮刷版第１巻、第２巻も購入できます。。
◆問合せ先◆問合せ先／／役場総務企画課総務情報役場総務企画課総務情報室室
緯緯7722――2111内線222111内線2244

堂々完成鎧
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ドラマ　万葉ラブストーリー　夏 
第３話「誰そ彼からの手紙」

◆脚本／髙橋幹子
（「ドラマ・万葉ラブストーリー」第２回脚本コンテス
ト最優秀賞作品）

◆日時／10月12日蚊　15：05～15：48
NHK総合テレビ

　フジテレビヤングシナリオ大賞受賞作
品「戦士の資格」は、フジテレビ系列で
年内中の放送予定です。

髙橋幹子さんの
作品が全国放送されます

浮
か
ん
で
き
ま
す
か
。

髙
橋　

私
の
書
く
原
動
力
は
、「
怒
り
」
で

す
。
会
社
で
あ
っ
た
理
不
尽
な
こ
と
や
、

誰
か
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
作
品
に

ぶ
つ
け
ま
す
。
芸
人
の
松
本
人
志
さ
ん
も

「
お
笑
い
の
原
動
力
は
怒
り
」
だ
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
の
と
同
じ
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
怒
り
だ
け
で
は
シ
ナ
リ

オ
は
書
け
ま
せ
ん
か
ら
、「
憧
れ
」
も
大
切

な
書
く
力
で
す
。

―
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
て
こ
な
い
、
つ
ま
り

「
生
み
の
苦
し
み
」
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

髙
橋　

登
場
人
物
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
き

ち
ん
と
自
分
の
中
で
定
ま
っ
て
い
る
と
、

セ
リ
フ
は
ま
っ
た
く
悩
ま
ず
に
す
ら
す
ら

と
書
け
ま
す
。
た
だ
し
、
す
ら
す
ら
書
け

る
と
い
う
こ
と
は
物
語
と
し
て
単
調
な
内

容
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
で
す
か

ら
、
そ
う
い
う
と
き
は
一
回
書
い
て
い
る

手
を
休
め
、
洗
濯
と
か
ま
っ
た
く
別
な
こ

と
を
し
、
そ
の
後
で
再
度
文
章
を
読
み
直

し
て
み
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
違
っ
た

発
想
が
出
て
き
た
り
し
ま
す
。

―
飯
豊
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
が
、
作

品
に
影
響
し
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

髙
橋　

飯
豊
町
は
、
自
分
の
夢
を
叶
え
る

に
は
難
し
い
環
境
で
し
た
が
、
だ
か
ら
こ

そ
必
死
に
夢
を
追
い
か
け
て
き
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
故
郷
で
す
か
ら
自
分
の
原
点
で

す
。
私
の
作
品
を
読
ん
だ
人
か
ら
「
人
間

く
さ
い
ね
」
と
感
想
を
言
わ
れ
た
り
し
た

の
は
、
た
ぶ
ん
作
風
に
飯
豊
の
D
N
A
が

に
じ
み
出
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
ふ
る
さ
と
を
舞
台
に
作
品
を
書
い
て
み

る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

髙
橋　

実
は
一
昨
年
、
こ
の
フ
ジ
テ
レ
ビ

ヤ
ン
グ
シ
ナ
リ
オ
大
賞
に
初
め
て
出
品
し

た
作
品
は
、
置
賜
農
業
高
校
飯
豊
分
校
を

舞
台
に
し
た
も
の
で
し
た
。
学
校
に
も
直

接
お
う
か
が
い
し
、
取
材
も
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
が
ん
ば
っ
て
ね
」
と
先
生

に
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
二
次
審
査
で
落
ち
て
し
ま
い
ま

し
た
。
で
も
ま
た
い
つ
か
、
飯
豊
分
校
の

取
り
組
み
を
題
材
に
し
た
作
品
に
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
受
賞
を
機
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
れ
る

機
会
が
増
え
た
と
思
い
ま
す
が
、
飯
豊
町

に
つ
い
て
た
ず
ね
ら
れ
た
と
き
ど
の
よ
う

に
答
え
て
い
ま
す
か
？

髙
橋　

取
材
を
受
け
た
際
に
は
、「
さ
い
た

ま
市
在
住
と
書
い
て
い
い
で
す
か
？
」
と

か
、「
山
形
県
出
身
と
書
き
ま
す
よ
」
な
ど

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
必
ず
「
飯
豊
町
出
身

と
書
い
て
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
す
る
と
「『
い
い
で
』
っ
て
ど
う
書
く

ん
で
す
か
」
と
決
ま
っ
て
聞
き
返
さ
れ
る

の
で
「 
飯 
が
豊
か
で
す
」
と
伝
え
る
と
、

め
し

記
者
の
人
た
ち
は
田
園
の
イ
メ
ー
ジ
が

ぱ
っ
と
広
が
る
よ
う
で
す
。
飯
豊
町
は
、

名
前
と
風
景
が
一
致
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

―
最
後
に
今
後
の
抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

髙
橋　

シ
ナ
リ
オ
を
書
き
続
け
て
い
く
に

は
、
賞
を
と
っ
た
後
の
こ
れ
か
ら
が
本
当

の
勝
負
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
度
賞
を

取
っ
た
だ
け
で
は
、
ご
飯
は
食
べ
て
い
け

ま
せ
ん
。
厳
し
い
業
界
で
す
か
ら
、
ま
だ

ま
だ
鍛
錬
も
必
要
で
す
し
、
運
も
必
要
で

す
。
今
後
も
会
社
に
勤
め
な
が
ら
シ
ナ
リ

オ
を
書
き
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

ドラマ・万葉ラブストーリーホームページ猿http://www.nhk.or.jp/nara/manyou/index.html
フジテレビヤングシナリオ大賞ホームページ猿http://www.fujitv.co.jp/young/index2.html

髙橋幹子さん
profile

たかはしもとこ●1975年２月飯豊町手ノ
子生まれ。中学時代は陸上部に所属。北海
道の短大を卒業後、地元に戻り、農協に就
職。安定した生活だったが、28歳で自分の
夢、生き方を見つめ直し上京を決意。上京
後は、会社に勤務しながらシナリオ・セン
ターでシナリオの勉強を本格的に開始。現
在も会社員の傍らシナリオを執筆。趣味は
登山。自分の性格はネガティブ（消極的）
だという。さいたま市在住。

check
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飯豊町出身 

髙橋幹子さん

フジテレビヤングシナリオ大賞受賞 !!

も と 　 こ

―
フ
ジ
テ
レ
ビ
ヤ
ン
グ
シ
ナ
リ
オ
大
賞
受

賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
何
度
も
聞

か
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
受
賞
の
率
直
な

感
想
は
？

髙
橋　

自
分
に
と
っ
て
大
き
な
目
標
と
し

て
い
た
賞
だ
っ
た
の
で
、
ま
さ
か
の
受
賞

で
し
た
。
喜
び
よ
り
も
先
に
、
不
安
に

な
っ
た
ぐ
ら
い
で
し
た
。
テ
レ
ビ
局
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら
「
故
郷
の
ご
両
親
を

喜
ば
せ
て
あ
げ
た
ら
」
と
言
わ
れ
て
初
め

て
実
家
の
家
族
に
受
賞
の
連
絡
を
し
た
ぐ

ら
い
で
す
。

―
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
始
め
た
き
っ
か
け
は

何
で
す
か
。

髙
橋　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
文
章
を
書
く
こ

と
が
大
好
き
で
し
た
。
中
学
生
の
こ
ろ
か

ら
家
族
に
も
内
緒
で
こ
っ
そ
り
と
小
説
を

コ
ツ
コ
ツ
と
書
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

空
想
す
る
の
が
楽
し
か
っ
た
ん
で
す
。
や

が
て
上
京
し
て
都
会
の
生
活
に
慣
れ
始
め

た
こ
ろ
、
ま
た
小
説
を
書
き
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
安
易
な
考
え
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
セ
リ
フ
で
物
語
を
展
開

す
る
シ
ナ
リ
オ
と
い
う
も
の
が
自
分
に

合
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
、
シ

ナ
リ
オ
・
セ
ン
タ
ー
に
通
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
本
格
的
に
シ
ナ
リ
オ

の
勉
強
を
は
じ
め
、
作
品
を
書
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

―
書
く
と
い
う
作
業
は
、
最
後
ま
で
書
き

上
げ
る
忍
耐
力
と
根
気
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
が
、
ど
う
や
っ
て
そ
の
精
神
力
を
鍛

え
た
の
で
す
か
。

髙
橋　

確
か
に
「
書
く
体
力
」
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
二
年
前
か
ら
六
、
七
人

の
仲
間
を
集
い
、
エ
ッ
セ
イ
の
交
換
を
続

け
て
い
ま
す
。「
一
週
間
に
一
本
書
く
」
と

い
う
課
題
を
課
し
て
、
文
章
を
書
き
上
げ

ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
仲
間
で
交
換
し
合

い
、
互
い
に
添
削
し
た
り
感
想
を
言
い

合
っ
た
り
し
ま
す
。
最
近
は
エ
ッ
セ
イ
だ

け
で
な
く
、
小
説
を
書
い
た
り
も
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
継
続
し
て
き
た
お
か
げ
で
、

日
常
生
活
を
切
り
取
る
洞
察
力
と
、
書
く

体
力
を
少
し
養
う
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
実
は
、今
回
受
賞
し
た
作
品
も
、

こ
の
仲
間
と
の
文
章
交
換
の
中
で
一
番
受

け
の
良
か
っ
た
も
の
を
、
そ
れ
な
ら
ば
と

シ
ナ
リ
オ
に
書
き
直
し
た
も
の
な
の
で
す
。

―
作
品
に
は
、
高
橋
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の

経
験
な
ど
も
生
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
は
ど
の
よ
う
に
し
て

彼
女
は
登
竜
門
に
立
っ

彼
女
は
登
竜
門
に
立
っ
たた

「「
こ
れ
か
ら
が
本
当
の
勝
負
」
と
彼
女
は
言

こ
れ
か
ら
が
本
当
の
勝
負
」
と
彼
女
は
言
うう

「「
挑
戦
」
と
い
う
言
葉
は
彼
女
の
た
め

挑
戦
」
と
い
う
言
葉
は
彼
女
の
た
め
にに

あ
る
の
か
も
し
れ
な

あ
る
の
か
も
し
れ
な
いい

輝くいいで人

 Interview

　

応
募
総
数
千
三
百
十
二
編
。
そ
の
中
か
ら
、
本
町
出
身
の
髙
橋
幹
子
さ
ん
の
書

い
た
『
戦
士
の
資
格
』
が
第　

回
フ
ジ
テ
レ
ビ
ヤ
ン
グ
シ
ナ
リ
オ
大
賞
に
選
ば
れ
、

20

頂
点
に
立
っ
た
。
七
月
二
十
五
日
、
東
京
・
台
場
の
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
本
社
で

授
賞
式
が
行
わ
れ
、
作
品
は
映
像
化
、
全
国
放
送
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
夢

に
向
か
っ
て
ま
い
進
す
る
「
い
い
で 
人 
」、
髙
橋
幹
子
さ
ん
に
お
話
を
聞
い
た
。

び
と
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前年度決算額前年度対比構成比本年度決算額　項　 目　

91,27588.21.680,482議 会 費

617,19395.512.1589,583総 務 費

911,03991.317.1832,219民 生 費

291,31087.65.2255,116衛 生 費

21,665104.90.522,734労 働 費

546,17684.29.4459,789農林水産業費

100,606105.82.2106,432商 工 費

292,806148.89.0435,838土 木 費

196,80496.13.9189,088消 防 費

510,628123.813.0632,002教 育 費

147,23919.70.629,000災害復旧費

1,222,562100.925.41,233,896公 債 費

0－－0予 備 費

4,949,30398.3100.04,866,179計

前年度決算額前年度対比構成比本年度決算額　項　 目　

661,119114.314.6755,827町 税

165,04260.61.9100,026地方譲与税

141,40789.42.4126,432各種交付金

2,967,62298.356.42,918,540地方交付税

38,290104.50.839,999分担金及び負担金

71,66199.21.471,117使用料及び手数料

162,59688.02.8143,070国 庫 支 出 金

146,230103.82.9151,734県 支 出 金

7,655130.00.29,953財産収入・寄付金

218,57360.32.6131,831繰 入 金

167,30891.73.0153,352繰 越 金

113,65297.82.1111,121諸 収 入

396,500116.38.9461,300町 債

5,257,65598.4100.05,174,302計

一般会計歳出決算額 （単位：千円、％） （単位：千円、％）一般会計歳入決算額

　

第
三
次
飯
豊
町
総
合
計
画

の
地
区
別
計
画
を
推
進
す
る

た
め
に
、
地
域
づ
く
り
推
進

事
業
に
よ
り
支
援
を
行
な
う

と
と
も
に
、
地
区
別
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
を
開
催
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
情
報

交
換
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
を
策
定
し
バ
イ
オ
マ
ス

産
業
の
活
性
化
や
循
環
型
社

会
の
形
成
に
向
け
た
方
向
性

を
示
し
ま
し
た
。

　

地
域
情
報
化
の
推
進
で
は
、

「
飯
豊
町
地
域
情
報
化
基
本
計

画
」
を
策
定
し
、
総
務
省
の
地

域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進

交
付
金
の
採
択
を
受
け
、平
成

二
十
年
度
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー

に
よ
る
高
速
情
報
通
信
網
整

備
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
で
は
、
町
制
施
行
五
十

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
新

し
い
合
唱
組
曲
「
飯
豊
山
～

我
が
心
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

～
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

農
山
村
環
境
を
活
用
し
た

八
軒
の
農
家
民
宿
に
は
、
中

学
校
の
教
育
旅
行
や
山
村
留

学
生
の
受
け
入
れ
、
一
般
旅

行
者
な
ど
年
間
約
百
七
十
名

の
宿
泊
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
度
か
ら
導
入

さ
れ
ま
し
た
「
農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
対
策
」
は
、

共
同
活
動
で
は
三
十
二
組
織

が
設
立
さ
れ
、
各
種
活
動
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

営
農
活
動
で
は
、
町
内
三
組

織
が
取
り
組
み
、
減
農
薬
・

減
化
学
肥
料
等
に
よ
る
環
境

負
荷
の
大
幅
な
低
減
の
推
進

と
自
然
循
環
機
能
の
維
持
増

進
に
努
め
ま
し
た
。

　

飯
豊
町
の
自
然
や
風
景
、

風
土
、
文
化
、
食
と
い
っ
た

多
様
な
資
源
を
も
と
に
交
流

を
深
め
る
「
い
い
で
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
」
が
、
九
月
十
五
日

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

道
路
事
業
で
は
、
町
道
山

崎
坪
沼
線
、
町
道
町
東
清
水

線
、
町
道
田
中
諏
訪
線
及
び

町
道
岡
線
の
道
路
改
良
事
業

が
完
了
し
ま
し
た
。

　

住
宅
事
業
で
は
、
雇
用
・

能
力
開
発
機
構
か
ら
雇
用
促

進
住
宅
「
い
い
で
宿
舎
」
を

購
入
し
、
平
成
二
十
年
四
月

一
日
よ
り
飯
豊
町
定
住
促
進

住
宅
と
し
て
管
理
運
営
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。

主
な
施
策

主
な
施
策
のの

概
要
と
成

概
要
と
成
果果

歳出決算額歳入決算額　 会 計 別　
793,486857,827事業勘定国 民

健康保険 115,133116,657直診勘定
18,06718,067物 品 調 達
957,020957,143老 人 保 健
792,704814,038介 護 保 険
18,57419,201訪 問 看 護
210,195210,297介護老人保健施設

607756萩 生 財 産 区
238373豊 原 財 産 区
5,4185,726添 川 財 産 区
139428豊 川 財 産 区
8,1948,492中 津 川 財 産 区

390,743394,617農業集落排水事業
30,04430,612生活排水個別処理事業
176,124218,482損益勘定

水道事業
126,87815,099資本勘定

  特別会計決算 （単位：千円）
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平成19年度

決算報告
町のお金はどのように使われたか

　

平
成
十
九
年
度
の
一
般
会
計

と
特
別
会
計
の
決
算
が
九
月
定

例
議
会
で
報
告
さ
れ
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、

そ
の
内
訳
と
町
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般会計

一
般
会
計
歳
入
歳
出

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
、

前
年
度
比
一
・
六
舒
減
の

五
十
一
億
七
千
四
百
三
十

万
二
千
円
と
な
り
、
一
般

会
計
歳
出
に
つ
い
て
も
前

年
度
比
一
・
七
㌫
減
の
四

十
八
億
六
千
六
百
十
七
万

九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
差
引
額
は
三
億

八
百
十
二
万
三
千
円
と
な

り
、
翌
年
度
に
繰
越
す
べ

き
財
源
を
除
い
た
実
質
収

支
は
二
億
八
千
九
百
七
十

九
万
五
千
円
で
、
実
質
収

支
比
率
は
八
・
〇
舒
と
な

り
ま
し
た
。

　

町
債
の
年
度
末
残
高
は
六
億
三
千

四
十
七
万
二
千
円
減
少
し
、
七
十
八

億
二
千
二
百
十
三
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

町
民
一
人
当
た
り
で
は

　

一
般
会
計
を
町
民
一
人
当
た
り
で

見
る
と
、
一
年
間
の
収
入
（
歳
入
）

は
約
六
十
万
七
千
円
と
な
り
、
使
っ

た
額
（
歳
出
）
は
約
五
十
七
万
一
千

円
で
し
た
。

　

一
年
間
の
収
入
の
う
ち
、
約
五
十

六
％
は
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
て
、
自
分
で
調
達
し

た
額
（
町
税
）
は
約
十
五
舒
の
八
万

九
千
円
で
し
た
。

　

十
九
年
度
で
新
た
に
五
万
四
千
円

の
借
金
（
地
方
債
）
を
し
て
、
今
年

度
返
済
し
た
借
金
を
差
し
引
い
た
、

町
民
一
人
あ
た
り
の
借
金
残
高
は
九

十
一
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳入

町税
14.6％

地方譲与税 1.9％
各種交付金 2.4％

地方交付税
56.4％

分担金及び
負担金 0.8％

使用料及び
手数料 1.4％

国庫支出金 
2.8％

県支出金
2.9％

財産収入
寄付金 0.2％

繰入金 2.6％

繰越金 3.0％
諸収入 2.1％

町債
8.9％

歳　　　入

51億7,430万2千円

歳　　　出

48億6,617万9千円

歳出

総務費
12.1％

商工費 2.2％

農林水産業費
9.4％

民生費
17.1％

衛生費 5.2％
労働費 0.5％

土木費
9.0％

消防費
 3.9％

教育費
13.0％災害復旧費

 0.6％

公債費
25.4％

議会費
1.6％

町民一人当たりの決算額
（平成20年３月31日現在の人口8,529人）

一般会計歳入額 606,672円
一般会計歳出額 570,545円
町税負担額 88,618円
町債（単年度借入）額 54,086円
（地方債残高 917,122円）
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【住基カードを申請するには…】
◆申請先／役場住民税務課住民室
◆住基カード発行に必要なもの
焔印鑑
焔本人確認書類
焔写真（写真付きカードを希望する方でカー
ドに使用したい写真がある方のみ）
※免許証やパスポートなど顔写真のある公的

機関発行の証明書（顔写真がない証明書の
場合は、保険証や年金手帳など２種類）

◆手数料／500円
※申請してから発行まで１０日前後かかりますの
で、所得税の電子申告を希望する方は、お早
めに申請してください。代理人が申請するこ
ともできますが、その場合は、さらに時間が
かかります。

纂問合せ先／役場住民税務課住民室緯72－2111内線120・123・127

噛婚姻届・離婚届・養子縁組届・養子離縁届・認知届については本人確認が必要です。
　時間外につき、本人確認ができないため、届出人すべての方に届出を受理した旨の通知をします。
噛届書に不備があった場合や、戸籍届出にともない関連する手続きがありますので、改めて平日の
時間内に来庁していただく場合があります。なお、関連する手続きは下記のとおりです。

受領場所受領時間
役場日直室（役場北口玄関から入り、右側）土・日・祝日（8：30～17：00）
消防署飯豊分署
　（大字萩生617番地緯72－2222）

平日 （17：15～翌朝8：30）
土・日・祝日（17：00～翌朝8：30）

時間外の戸籍届出について

住民基本台帳カード（住基カード）の発行について

　時間外の戸籍届（婚姻届・出生届・死亡届など）の受領については下記のとおりです。
なお、消防署飯豊分署に提出される方は事前に役場住民税務課住民室へご連絡ください。

　住基カードは役場が発行する安全性に優れたＩＣカードです。種類は「写真付き住基カード」と
「写真なし住基カード」の２つがあり、希望するカードを選択できます。特に「写真付き住基カー
ド」は、運転免許証などと同様に、公的な身分証明書としてご利用できます。

皆さんに

親しまれる

窓口を目指して

役場住民税務課住民室

島貫美里 主事

　私が窓口業務で心がけていることは、いらっ
しゃったお客様にしっかりとあいさつをし、笑顔で
接遇することです。お客様が気持ちよく用事を済ま
せてもらうことが大切だと思っています。しかし、
ときには、戸籍や年金は個人個人でケースがまった
く違うため、お時間を取らせてしまうこともありま
すが、正確にそしてスピーディーに対応できるよう
これからも努めていきます。

・母子手帳への出生証明
・新生児出生連絡票の提出
・児童手当の申請
・乳児医療証の申請
・いいですね条例の申請
・母が国保の場合は出産費の請求

出
生
届

・婚姻に伴って住所を変更する場
合は住所変更の手続き

・いいですね条例の申請

婚
姻
届

・離婚に伴って住所を変更する場
合は住所変更の手続き

・母子医療の申請
・児童扶養手当の申請

離
婚
届

・葬祭費の申請（死亡者が国保や長寿
（後期高齢者）医療の該当者の場合）
・死亡者が身体障がい者の場合は喪失
届

・年金の手続き
・飯豊分署に届け出た場合は埋火葬許
可証の申請

死
亡
届
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纂窓口延長日／月曜日、金曜日の週２回　※予約がないときは行いません。
纂予約の受付期間／当日の午後１時まで（予約の受付は１週間前から）
纂窓口延長時間／午後６時30分まで

取 扱 い 業 務 内 容
住民票、戸籍謄抄本、身分証明書、印鑑証明書、税証明の交付ほか閣焔諸証明交付
転入・転居・転出の届、住基カードの申請、世帯変更届ほか閣焔住基関係
戸籍届出の相談閣焔戸籍関係
社会保険・厚生年金加入・離脱閣焔国保・国民年金異動の受付
乳幼児医療証やその他の医療証の発行、高額療養費の申請受付ほか閣焔医療関係各種
受給申請、免除相談閣焔国民年金関係
納税相談、税の収納業務閣焔納税関係

◆予約・問合せ先／役場住民税務課 緯７２－２１１１住民室・税務室・収納対策室

窓口延長について（要予約）

便 利 に 利 用

役 場 の 窓 口

　毎週月曜日と金曜日（当日が祝日のときは次の開庁日）に午後６時30分まで窓口業務を延長して
います。

より便利な窓口を目指して

　役場窓口では、日中忙しい皆さんにも利用していただけるよう窓口の
時間延長サービスを行っています。またそのほかにも、休日の戸籍届出
や住基カードのことなど、知ってて便利な情報についてお知らせします。

日中は仕事で役場に行けない！

婚姻届を休日に届け出したい

住基カードってどうやってつくるの？

※戸籍・住民票などの交付申請時には本人確認のために身分証明書の提示をお願いします。
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◆
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
山
形
県
大

会（
中
学
校
小
編
成
）

　

金
賞
／
飯
豊
中

◆
山
形
県
英
語
弁
論
大
会
西
置
賜
地
区
予

選
会

第
二
位
／
梅
津
あ
か
り

第
三
位
／
渡
部
沙
也
加

◆
長
井
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
防
犯
作
品

コ
ン
ク
ー
ル

【
ポ
ス
タ
ー
・
小
学
校
の
部
】

佳
作
／
嶋
貫
絵
理
香（
第
一
小
）

佳
作
／
松
山
侑
大（
手
ノ
子
小
）

【
ポ
ス
タ
ー
・
中
学
校
の
部
】

佳
作
／
村
井
美
菜
子（
飯
豊
中
）

【
標
語
・
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
／
嶋
貫
佑
平（
手
ノ
子
小
）

「
ケ
ー
タ
イ
も 
利
用
し
だ
い
で 
悪
の

道
」

優
秀
／
髙
橋
寿
奈（
第
一
小
）

「
ふ
り
こ
む
な
！ 
だ
ま
す
詐
欺
師
が 
そ

こ
に
い
る
」

◆
西
置
賜
地
区
中
学
校
新
人
体
育
大
会

【
団
体
】

焔
第
二
位
／
柔
道
男
子
／
卓
球
男
子
／
水

泳
男
子

焔
第
三
位
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
／

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
／
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

女
子
／
剣
道
女
子
（
中
津
川
中
）

【
個
人
】

焔
第
一
位
／
舟
山
晴
人（
柔
道　

亂
級
・
県

90

南
ブ
ロ
ッ
ク
出
場
）／
鈴
木
丈
司（
水
泳

男
子　

丿
平
泳
大
会
新
・　

丿
自
由
）

200

100

焔
第
二
位
／
長
岡
宏
樹（
柔
道　

亂
級
）／

60

渡
部
光（
柔
道　

亂
級
）／
鈴
木
丈
司

66

（
水
泳
男
子　

丿
バ
タ
）／
高
石
勇
人

50

（
水
泳
男
子　

丿
自
由
）／
八
島
知
美

50

（
水
泳
女
子　

丿
自
由
・　

丿
背
泳
）

50

100

焔
第
三
位
／
小
松
雄
太（
柔
道　

亂
級
）／

55

渡
部
智
之（
柔
道　

亂
級
）／
後
藤
俊
哉

60

（
卓
球
男
子
）／
高
石
勇
人（
水
泳
男
子

　

丿
自
由
）

200
焔
第
五
位
／
船
山
和（
卓
球
女
子
・
県
南
ブ

ロ
ッ
ク
出
場
）

焔
第
六
位
／
二
瓶
孝
太（
卓
球
男
子
・
県
南

ブ
ロ
ッ
ク
出
場
）

※
中
学
校
の
入
賞
で
学
校
名
の
な
い
も
の

は
飯
豊
中
学
校
で
す
。

◆
町
長
杯
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
杯
争

奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

焔
第
一
位
／
東
部
チ
ー
ム
焔
第
二
位
／
手

ノ
子
チ
ー
ム
焔
第
三
位
／
椿
チ
ー
ム

◆
町
総
合
体
育
大
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

焔
第
一
位
／
小
白
川
焔
第
二
位
／
中
焔
第

三
位
／
高
峰

焔
最
優
秀
選
手
／
髙
橋
芳
雄（
小
白
川
）

焔
優
秀
選
手
／
熊
谷
宗
男（
中
）

◆
防
火
ポ
ス
タ
ー

【
三
・
四
年
生
の
部
】

優
秀
／
舟
山
愛
彩（
第
一
小
）

【
五
・
六
年
生
の
部
】

優
秀
／
髙
橋
空（
手
ノ
子
小
）

優
秀
／
井
上
和
郎（
手
ノ
子
小
）

が
ん
ば
り
の
軌
跡

　

広
報
い
い
で
八
月
号
で
町
長
選
挙
の
標

語
を
募
集
し
た
結
果
、
九
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
作
品

を
審
査
し
た
結
果
、
次
の
作
品
が
入
選
と

な
り
ま
し
た
。
入
選
さ
れ
た
作
品
に
つ
い

て
は
、
投
票
入
場
券
や
選
挙
公
報
な
ど
に

掲
載
し
て
、
選
挙
啓
発
活
動
の
一
環
と
し

て
活
用
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

◆
応
募
者
数　
　
　

九
人

◆
応
募
作
品
数　
　

九
点

◆
入
選
作
品

《
特
選
》
長
岡
栞
理
さ
ん（
中
）

町
の
顔 
み
ん
な
で
選
ぼ
う 
い
い
で
町

《
入
選
》
髙
橋
嘉
浩
さ
ん（
小
白
川
）

一
票
に 
託
し
て 
明
日
の
町
お
こ
し

《
入
選
》
國
分
琴
絵
さ
ん（
小
白
川
）

一
票
で 
築
け 
明
日
の
飯
豊
町

町
長
選
挙

標
語
応
募
作
品
審
査
結
果

　

九
月
三
十
日
、
第
二
小
で
米
沢
女
子
短

期
大
学
健
康
栄
養
学
科
の
学
生
が
講
師
と

な
り
、
食
育
に
関
す
る
授
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
第
二
小
が
肥
満
児
を
減
ら

す
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
米
沢
女
子

短
大
と
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
三
年
生
十
五
名
が
「
よ
く
か
ん

で
食
べ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
授
業
を
受
け

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
噛
む
こ
と
で
、

虫
歯
に
な
り
に
く
く
な
る
、
お
な
か
に
や

さ
し
く
肥
満
に
な
り
に
く
い
、
が
ん
ば
る

力
が
で
る
な
ど
の
効
果
を
、
手
作
り
の
教

材
や
ク
イ
ズ
な
ど
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、「
朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
る
た
め
に

は
、
早
起
き
す
る
規
則
正
し
い
生
活
が
大

切
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

噛噛むむ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

第
二
小
の
食
育
教
室

こ
の
子
の
未
来
を
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▼
五
年
生

【　

Ｍ
男
子
】

100
陰
鈴
木
涼
志（
二
）
隠
二
瓶
翔（
添
）
韻
梅

津
真
人（
二
）

【　

Ｍ
女
子
】

100
陰
伊
藤
百
花（
一
）
隠
鈴
木
茜
紗
美（
二
）

韻
新
野
未
来（
一
）

【　

Ｍ
ハ
ー
ド
ル
男
子
】

50
陰
山
口
毅（
添
）
隠
髙
橋
篤
広（
二
）
韻
船

山
慧
治（
二
）

【　

Ｍ
ハ
ー
ド
ル
女
子
】

50
陰
八
島
沙
希（
一
）
隠
舟
山
莉
央（
二
）
韻

遠
藤
あ
お
い（
一
）

【　

Ｍ
男
子
】

1000
陰
鈴
木
涼
志（
二
）
隠
安
部
紳
助（
中
）
韻

髙
橋
圭（
一
）

【　

Ｍ
女
子
】

800
陰
伊
藤
百
花（
一
）
隠
大
橋
絵
梨
花（
二
）

韻
平
山
真
唯（
添
）

【
走
り
幅
跳
び
男
子
】

陰
志
田
優
介（
二
）
隠
舩
山
勇
人（
二
）
韻

齋
藤
輝（
添
）

【
走
り
幅
跳
び
女
子
】

陰
加
藤
知（
一
）
隠
渡
部
汐
音（
一
）
韻
大

川
有
菜（
中
）

【
走
り
高
跳
び
男
子
】

陰
渡
部
拓
也（
一
）
陰
志
田
龍
星（
添
）
韻

髙
橋
太
樹（
一
）

【
走
り
高
跳
び
女
子
】

陰
菊
地
あ
ゆ
み（
添
）
陰
寒
河
江
綾
根

（
手
）
韻
新
野
未
来（
一
）

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
男
子
】

陰
渡
部
翼（
二
・
大
会
新
）
隠
髙
橋
空

（
手
）
韻
伊
藤
雄
星（
二
）

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
女
子
】

陰
志
田
美
咲（
二
・
大
会
新
）
隠
髙
橋
海

帆（
添
）
韻
梅
津
真
子（
一
）

▼
六
年
生

【　

Ｍ
男
子
】

100
陰
小
野
寺
蓮（
二
）
隠
横
山
翔
太（
一
）
隠

舟
山
広
大（
一
）

【　

Ｍ
女
子
】

100
陰
川
村
真
実（
一
）
隠
長
谷
部
早
紀（
一
）

韻
冨
永
結
佳（
添
）

【　

Ｍ
ハ
ー
ド
ル
男
子
】

50
陰
小
野
寺
蓮（
二
・
大
会
タ
イ
）
隠
山
本

渉
太（
添
）
韻
熊
谷
岬（
一
）

【　

Ｍ
ハ
ー
ド
ル
女
子
】

50
陰
國
分
琴
絵（
二
）
隠
齋
藤
綾（
手
）
韻
土

田
嘉
穂（
二
）
韻
屋
嶋
愛
美（
一
）

【　

Ｍ
男
子
】

1000
陰
舟
山
広
大（
一
）
隠
安
部
駿（
二
）
韻
菅

野
優
也（
一
）

【　

Ｍ
女
子
】

800
陰
長
谷
部
早
紀（
一
）
隠
西
澤
優
奈（
一
）

韻
松
村
知
実（
一
）

【
走
り
幅
跳
び
男
子
】

陰
横
山
翔
太（
一
）
隠
船
山
晃
太
郎（
二
）

韻
横
山
大（
一
）

【
走
り
幅
跳
び
女
子
】

陰
冨
永
結
佳（
添
）
隠
手
塚
遥
花（
一
）
韻

長
岡
純
香（
一
）

【
走
り
高
跳
び
男
子
】

陰
井
上
裕
太（
一
）
隠
佐
藤
辰
哉（
添
）
韻

細
谷
恭
平（
二
）

【
走
り
高
跳
び
女
子
】

陰
川
村
真
実（
一
）
陰
片
桐
麻
佑（
一
）
陰

信
田
千
夏（
二
）

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
男
子
】

陰
小
関
大
斗（
手
）
隠
佐
原
大
樹（
二
）
韻

茂
木
宏
篤（
添
）

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
女
子
】

陰
山
口
千
帆（
二
）
隠
舟
山
美
里（
一
）
韻

髙
橋
侑
伽（
一
）

　９月25日、町内小学校５・６年
生が第一小学校グラウンドへ集い、
第24回町小学校陸上大会が行わ
れました結果は次のとおりです。

町小学校
陸上競技大会

平成20年度

アスリートと走ったよ！
熊坂香織選手によるスポーツ教室

　町小学校陸上競技大会終了後、第一小体育館で、熊
坂香織さんによるスポーツ教室が行われました。熊坂
さんは、中距離走や女子駅伝山形県代表として活躍す
る現役の陸上選手です。近年、児童の体力やレベルの
低下が懸念されていることから、一流選手から運動の

楽しさや技術を学んで欲しいと町教育委員会が主催しました。熊坂さんは、バランス感覚
を養う体操の指導や児童と一緒に走るなどして、走ることの楽しさを伝えました。また、
児童からの質問に答え、「大会の朝はお餅を６個食べる」秘話を教えてくれました。

より高く
より遠くへ

より早く
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許せない、この“不都合な真実”
　飯豊町が、飲酒運転で検挙された人口比が県内第１位という
不名誉な実態が続いています。免許保有者数１万人あたりに対
し、町民10.70人が飲酒運転を犯しており、ワースト２位に比べ
ても約３ポイントも高いのは、異常なことです。これを非常事
態と受け止め、飲酒運転の根絶に努めなければなりません。車
社会から脱却できない町である以上、どこよりも厳格に交通
ルールを守る意識が必要です。そして、一人ひとりの安全運転
で理不尽な事故から子どもや家族を守りましょう。

データでみる飯豊町の交通事故・交通違反の実態！四

　葛飲酒運転　
飯豊町 10.70人
白鷹町　2.77人
長井市　1.51人
山形県市町村内ワースト１位
　葛30㌔以上の速度違反　
飯豊町 16.05人
白鷹町　19.41人
長井市　9.57人
山形県市町村内ワースト13位

　葛交通違反　
飯豊町 563.48人
白鷹町　550.88人
長井市　520.53人
山形県市町村内ワースト21位
　葛交通事故第１原因者　
飯豊町 71.33人
長井市　61.48人
白鷹町　56.38人
山形県市町村内ワースト４位

長井警察署管内各市町交通違反・交通事故
免許保有者１万人あたりの比率

（平成20年8月末日現在／資料：長井警察署）

◆問合せ先／役場住民税務課生活環境室緯72―2111内線133

秋の交通安全キャンペーン

ハンドルをぎゅ～と握って
　９月24日、長井地区交通安全協会
や関係者など約40名が、めざみの里
観光物産館駐車場で、安全運転の啓発活動を行いました。こ
れは、秋の交通安全キャンペーンに合わせて毎年実施してい
るものです。ハンドルをギューっ（牛）としっかり握って運転し
てもらう願いを込めて、飯豊牛入りのおにぎりなどをドライ
バーに配り、安全運転を呼びかけました。「これで交通事故が
減ってくれれば」と、参加者は期待を込めて活動していました。

クククククククククククククククククククククリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリスススススススススススススススススススススィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィクリスィーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーのののののののののののののののののののののの TTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaallllllllllllllllllllllkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkttttttttttttttttttttttooooooooooooooooooooooyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyoooooooooooooooooooooouuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu ⑭
大太鼓に挑戦！

Last year, I participated in the 
group circle dance at the Mezami no 
Sato Festival.  But this year, I 
joined the taiko group instead.  I 
was very excited because I had never 
played on the large drum, ōdaiko, 
before.  We performed on top of a 
raised platform that overlooked all 
of the dancers.  I saw a very 
colorful circle of smiling faces.
First, I practiced alongside the 
two main drummers.  Once I was 
comfortable with it, they let me 
rotate in and try.  The first time I 
hit it, I was surprised.  The massive 
sound of the ōdaiko was amazing!  It 
was much deeper than the regular 
chudaiko and the sound resonated 
throughout the town.  
This was one of my most memorable and 
happiest moments while living here. 
 Everyone worked very hard and had a 
great time.  Happy 50th Anniversary 
Iide Town!

（訳）
　昨年、私はめざみの里まつりで輪踊りに参
加しましたが、今年は太鼓を叩きました。大
太鼓は一度も叩いたことがなかったので、と
ても興奮しました。 私たちは、踊り子たちが
見えるやぐらの上で叩きました。そして笑顔
ととてもカラフルな輪を見ました。
　まず最初に、私は２人の主な太鼓奏者に
習って大太鼓を練習しました。 私がだいぶ慣
れてくると、彼らと
交替して挑戦してみ
ました。初めて大太
鼓を叩いたとき驚き
ました。 大太鼓の響
きはすばらしいもの
でした！それは通常
の中太鼓よりはるかに深い音です。 
　ここに住んでいて、このときが私の最も忘
れることのできない幸福なひとときになりま
した。 みんな一生懸命で、とても楽しい時を
過ごしました。 おめでとう50周年の飯豊町！

飯豊町飲酒運転ワースト１
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捌錆子育て講座のお知らせ捌錆
士おやつ指導
　煙日時　１１月６日牙　午前10：30～
　煙場所　こどもみらい館
　煙内容　栄養士による「おやつのお話」と

「簡単にできるおやつ作り」指導
士救急講習会
　煙日時　１１月１８日峨　午前10：30～
　煙場所　こどもみらい館
　煙内容　飯豊分署の方から、誤飲、

救急時の対応の仕方の講習を受けま
す。消防車や救急車の中を見せても
らえます。

士なかよし広場
　煙日時　右の行事予定をご覧ください。
　煙内容　施設見学や園のお友達と一緒に遊ん

だりします。

　煙申込方法　３日前までこどもみらい館へお
申し込み下さい。

　椛こどもみらい館 10・11月の日程椛　
　10月22日昌10：00～　なかよし広場
　　　　　　　　　　　（さゆり保育園）
　　　 23日昭10：30～　ミニミニ運動会
　　　 28日昇10：00～　なかよし広場
　　　　　　　　　　　（いいで中部幼稚園）
　　　 29日昌10：00～　なかよし広場
　　　　　　　　　　　（つばき保育園）
　　　 30日昭10：30～　かんがるー広場　　
　11月  4日昇10：30～　あそびの広場
　　　   6日昭10：30～　おやつ指導
           12日昌10：30～　おはなし広場
           18日昇10：30～　救急講習会
           20日昭10：30～　かんがるー広場
　  問合せ先／こどもみらい館 緯72―3336  　

子育て情報コーナ子育て情報コーナーー

拡 撹鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

　あちらこちらの田んぼで稲刈り
が始まりましたね。収穫したての
新米はみずみずしくておいしいで
すよね。おいしいからといってご
飯のお代わりを何杯も食べてしま
えば、当然太ってしまいます。ただし、ご飯の
量を減らしすぎても太ってしまいますので気を
つけましょう。何でも適量が大事です。
　ご飯をしっかり食べて間食を防ぐ　
　よく、「太るから」と言ってご飯を茶碗の底に
少し盛った程度しか食べない方がいらっしゃい
ますが、ご飯も一定量を食べないと、途中でお
腹がすいて間食をしてしまいます。そうすると
お菓子を食べることが多くなり、太りやすくな
るわけです。心当たりありませんか？ご飯はお

茶碗に１杯しっかり食べたほうが太り
にくく、健康的なのです。
　ご飯はパンと麺類に比べて…　
　パンや麺類は実はご飯よりカロリーが高いう
えに、腹持ちが悪いのをご存知でしょうか？パ
ンや麺は食べてもすぐお腹がすきますよね。そ
してまた何か食べてしまうということがありま
せんか？カロリーを気にするのなら、菓子パン・
調理パンや油たっぷりのラーメンを減らすこと
がお勧めです。麺類はおいしく手軽に作れるの
ですが、毎日、毎週食べていたのではメタボに
なりやすい食べ物です。せめて２週間に１回く
らいにしておきましょう。
　お米のおいしい飯豊町です。麺やパンの回数
を減らして、ご飯中心の和食にすればメタボも
確実に解消されてくると思います。この季節か
らご飯中心の食事に代えて、体重チェックして
みてはいかがですか？

メタボ予防大作戦!!!メタボ予防大作戦!!! 距問合せ先距
町健康福祉課健康医療室緯86－2338

餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰

嬰
嬰

皐子育てに関する問合せ先皐
役場教育文化課子育て支援室
緯72－2111内線160、163

実りの秋　おいしいご飯を食べよう！
新米編
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九
月
二
十
五
日
、
町
民
総
合
セ
ン

タ
ー
「
あ
～
す
」
で
、
永
年
勤
続
優
良

社
員
表
彰
式
・
新
規
学
卒
就
職
者
激
励

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
事
業
所
で

長
年
に
わ
た
り
優
良
社
員
と
し
て
勤
務

す
る
伊
藤
秋
恵
さ
ん
（
新
丸
七
商
店
）

ほ
か
五
名
の
方
が
、
鈴
木
忠
好
商
工
会

長
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
か
ら
町
内
事
業
所
に
就
職
し
た

十
八
名
の
方
に
は
記
念
品
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

仕
事
は 
尊 
く
て
大
切
な
も
の

と
う
と

永
年
勤
続
優
良
社
員
表
彰
式
・
新
規
学
卒
就
職
者
激
励
会

　

九
月
一
日
、
飯
豊
中
学
校
創
立
五
十

周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
五

十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
新
校
門
が
作

ら
れ
、
ま
た
「
輝
く
歴
史
五
十
年
、
親

愛
深
め
伸
び
ゆ
く
飯
豊
中
生
」
と
刻
ま

れ
た
石
碑
が
校
庭
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
あ
と
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
飯

豊
中
を
卒
業
さ
れ
た
田
林
晄
一
東
北
大

学
大
学
院
心
臓
血
管
外
科
教
授
が
「
旅

す
る
人
間
」
と
題
し
て
、
人
生
経
験
に

基
づ
い
た
講
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
半
世
紀
の
飛
躍
を
誓
っ
て

飯
豊
中
学
校
創
立
五
十
周
年

飯豊町においでよ
いいで“Ｆｕｎ”

フ ァ ン

Ｃｌｕｂの集い
ク ラ ブ

　

九
月
十
三
日
、
白
川

湖
岸
公
園
で
、
い
い
で

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
集
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
雨

模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
員

の
方
や
、
ダ
ニ
エ
ル
・

カ
ー
ル
会
長
に
ひ
と
目

会
い
た
く
て
来
た
方
な

ど
、
町
内
外
か
ら
約
八

十
名
が
参
加
。
飯
豊
産

の
牛
肉
や
野
菜
を
使
っ

た
い
も
煮
を
味
わ
い
な

が
ら
、
ダ
ニ
エ
ル
会
長

と
記
念
写
真
を
撮
っ
た

り
、
飯
豊
の
魅
力
を
語

り
合
う
な
ど
し
て
交
流

を
楽
し
み
ま
し
た
。

ほのぼのサロン交通教室
（中公民館）

  9
　 29

町老人クラブ連合ゲートボー
ル大会　　　　（しらさぎ荘）

季節はずれの梨の花
（髙橋泰さん宅・添川）

  9
　 25

   9
　  16
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九
月
十
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ひ
め
さ
ゆ
り
荘
で
、
財
団
法
人
郵
政
福

祉
か
ら
福
祉
車
両
一
台
の
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
車
両
は
後
部
か
ら
車
椅

子
が
楽
に
乗
り
降
り
で
き
る
軽
自
動
車
。

同
法
人
の
小
野
寺
繁
東
北
地
方
本
部
長

か
ら
樋
口
哲
郎
い
い
で
福
祉
会
理
事
長

に
鍵
の
レ
プ
リ
カ
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

樋
口
理
事
長
は
「
福
祉
の
向
上
に
役
立

て
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

福
祉
の
向
上
に
役
立
て
た
い

財
団
法
人
郵
政
福
祉
が
福
祉
車
両
を
ひ
め
さ
ゆ
り
荘
へ

　

九
月
十
八
日
、
町
民

総
合
セ
ン
タ
ー
「
あ
～

す
」で
子
育
て
講
座「
リ

ト
ミ
ッ
ク
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
リ
ト
ミ
ッ
ク

と
は
、
音
楽
で
子
ど
も

の
集
中
力
や
協
調
性
を

高
め
る
教
育
で
す
。
講

師
は
、
小
松
伸
子
さ
ん

（
長
井
市
）と
島
貫
庸
子

さ
ん（
黒
沢
）。
こ
の
日

は
町
内
各
幼
児
施
設
の

四
歳
児
約
五
十
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ

と
歌
に
あ
わ
せ
て
、
子

ど
も
た
ち
は
踊
っ
た
り

動
物
の
ま
ね
を
し
た
り

し
て
、
音
楽
を
耳
と
体

で
楽
し
み
ま
し
た
。

歌って、踊って、心底楽しい
子育て講座「リトミック」

　

九
月
二
十
一
日
、
め
ざ
み
の
里
協
議

会
は
、
町
制
施
行
五
十
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
環
境
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。環
境
に
関
す
る
講
話
や
映
画「
不

都
合
な
真
実
」
の
上
映
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
社
団
法
人
日
本
自
動
車
販

売
協
会
連
合
会
山
形
県
支
部
の
講
師
に

よ
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会
に
は
町
内

外
か
ら
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
実
技
や
講
習
を
受
け
、
燃
費
が

向
上
す
る
技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

今
日
か
ら
や
る
ぞ
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

町
制
施
行
五
十
周
年
記
念
事
業

環
境
イ
ベ
ン
ト
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体
の
動
き
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
背
筋

を
シ
ャ
ン
と
保
つ
た
め
に
も
、
背
中
の
筋

肉
は
、「
鍛
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」

を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。
自
宅
で
コ
ツ
コ
ツ

毎
日
実
践
し
、
い
つ
ま
で
も
シ
ャ
ッ
キ
ッ

と
し
た
体
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

【
四
つ
ん
ば
い
か
ら
の
足
上
げ
】

①
四
つ
ん
ば
い
の
姿
勢
か
ら
、
片
足
の
膝

を
伸
ば
し
な
が
ら
、
天
井

に
向
け
て
持
ち
上
げ
ま
す
。

②
上
げ
た
ら
、
三
～
五
秒
間
、

そ
の
ま
ま
に
し
、
ゆ
っ
く

り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

③
交
互
に
五
～
十
回
繰
り
返

し
ま
し
ょ
う
。

【
う
つ
伏
せ
で
片
足
上
げ
】

①
両
足
を
そ
ろ
え
て
、
う
つ
伏
せ
に
な
り

ま
す
。
両
手
は
顔
の
下
に
置
き
ま
す
。

②
膝
を
伸
ば
し
た
ま
ま
、

ゆ
っ
く
り
と
片
足
を
持
ち

上
げ
ま
し
ょ
う
。
上
げ
た

ら
、
三
～
五
秒
間
停
止
し
、

ゆ
っ
く
り
下
げ
ま
す
。

③
片
足
五
～
十
回
繰
り
返
し
、

足
を
交
代
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
合
せ
先

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

緯
八
六
―

二
二
三
三

介
護
予
防
の
た
め
の
基
礎
知
識

体
の
動
き
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ

「
背
筋
を 
鍛 
え
る
体
操
」

き
た

　４月に、校長先生から人生が変わる魔法の言葉
を２ついただきました。「あり
がとう」「できるできる大丈
夫」。どんなに苦しいときでも、
この２つの言葉をつぶやけば、
必ずチャンスがやってきます。
この言葉を合い言葉に、中津
川の子どもたちは、溢れる笑
顔で何事にも頑張っています。

　「いっぱい実れ、ぼくらの大地」のスローガンの
もと、５月に行われた小学生による田植え。ゆり
園の開園式で舞った大黒舞。そして、ＳＮＯＷえっ
ぐフェスティバルで披露された中学生によるＹＯ
ＳＡＫＯＩソーラン。夏に行われた飯豊山登山。
そして地域とともに行われた大運動会。脈々と伝
わる中津川の伝統が、
子どもたち一人ひと
りに大きな誇りと
なって受け継がれて
います。地域の方々
のあたたかい声援で、
子どもたちは日々大
きく成長しています。

　

　中津川の子どもたちの溢れる笑顔は、心開かれ
た証の笑顔です。その笑顔には、素直に前向きに
吸収する無限の可能性が秘められています。中津
川の伝統に誇りを持って、もっともっと大きく成
長していくことを願っています。

伝統は私たちが守る

ヨ
サ
コ
イ
で
、

元
気
と
勇
気
を

つ
く
り
ま
す
。

終わりに

飯豊山から舞い降りし　 ひとひらの光

それは　 白川の水面（みなも）に映える

我らの輝き

今　 森羅万象の力を借りて乱れ舞う

我らの誇り　 ＹＯＳＡＫＯＩソーラン

　　　　 ＹＯＳＡＫＯＩソーラン口上より

小学生による大黒舞 運動会伝統の縄ない競技！
見事な手さばき

魔法の言葉から溢れる笑顔

瞳輝くめざみっ子たち（ＮＯ．29）

〈中津川小・中学校〉

秋の収穫祭に向けて、
がんばる小学生
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な町になることを願っておりました。
　最後に、合唱組曲オリジナル『飯豊山』を披
露して頂き、歌唱力の素晴らしさをじっくり聴
かせてもらいました。
　交流会の後には、劇団四季“キャッツ”の観
劇とのこと。今は無き浅草国際劇場“春のおど
り”観劇とはずいぶん違いますね。
　過ぎた月日を思い出すだけではなく、夢と希
望を失わず、素晴らしい未来に向って、それぞ
れの人生に頑張って挑戦していただきたいと思
います。飯豊中
学校で学んだた
くさんのことを
胸に秘め、また
誇りにし、いつ
までも大切にし
てください。

「修学旅行の思い出」

埼玉県川越市在住
 志田　義雄さん（椿出身）

　去る９月10日に飯豊中学校２年生の修学旅行
の一環として、東京飯豊会役員有志との交流会
が行われました。東京飯豊会より８名の役員が
参加し、交流会も大変盛り上がりました。
　中学生の発表については、皆自分の考えを整
理して発表しているのがよくわかりました。半
世紀前の自分たちは、言葉に詰まり、もじもじ…。
　パソコンを使った、飯豊町、飯豊中学校につい
てのＰＲ用映像にも、各班オリジナルで、感激
したり、笑いがあったり良く作られていました。
　将来の飯豊町について皆の希望は、現在の町
の良いところを残しつつ、自然を増やし、平和

※本町ご出身で首都圏在住の方々で組織している『東京飯豊会』会員からのご寄稿です。

ふるさと様前
略 ○167

添川地区
　食生活改善推進員

　佐原やす さん

子
ど
も
の
お
や
つ
や
お
茶
う
け
に
ど
う
ぞ

 
し
そ
巻

【
材　

料
】　
（　

個
分
）

30

◇
青
し
そ　
　
　
　
　
　

枚
30

◇
白
玉
粉　
　
　
　
　
　

乘
１００

◇
砂
糖　
　
　
　
　
　
　

乘
１００

◇
み
そ　
　
　
　
　
　
　

乘
１００

◇
み
り
ん　
　
　
　
　
　

穐
１００

◇
油　
　
　
　
　
　
　

適
宜

【
作
り
方
】

①
白
玉
粉
は
粒
が
な
く
な
る

ま
で
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
て

お
く
。

渦
鍋
に
砂
糖
と
味
噌
を
入
れ
、

弱
火
で
5
～　

分
か
き
混

10

ぜ
る
。

嘘
渦
が
さ
め
た
ら
白
玉
粉
と

み
り
ん
を
加
え
、
よ
く
か

き
混
ぜ
、　

分
ね
か
す
。

30

唄
青
し
そ
の
裏
側
に
嘘
を
小

ス
プ
ー
ン
一
つ
ほ
ど
上
に

の
せ
、
巻
く
。

欝
た
っ
ぷ
り
の
油
を
弱
火
に

か
け
、
し
そ
巻
の
巻
き
終

わ
り
を
下
に
し
て
、
油
の

温
度
が
低
い
う
ち
か
ら
入

れ
る
。

蔚
何
度
も
返
し
な
が
ら
じ
っ

く
り
揚
げ
、
き
つ
ね
色
に

な
っ
た
ら
、
出
来
上
が
り
。

　

し
そ
巻
は
、
近
所
の
食
生
活
改
善
推
進
員
の
仲
間
か
ら

い
た
だ
い
て
食
べ
た
と
き
、
す
ご
く
お
い
し
か
っ
た
の
で

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

し
そ
巻
を
油
で
揚
げ
る
と
き
は
、
低
い
温
度
で
ゆ
っ
く

り
時
間
を
か
け
る
と
、
色
も
き
れ
い
で
、
し
そ
は
カ
リ
カ

リ
、
中
は
モ
チ
モ
チ
に
仕
上
が
り
ま
す
。
材
料
は
、
家
庭

の
台
所
に
あ
る
も
の
ば
か
り
で
す
し
、
な
に
よ
り
も
手
作

り
の
お
や
つ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安
全
で
安
心
で

す
。
私
の
孫
た
ち
も
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
し

そ
を
冷
凍
し
て
お
け
ば
、
季
節
を
問
わ
ず
作
れ
る
の
で
、

ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

▲中学生と交流する髙橋正孝東京飯豊会会長
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◆対象者／65～74歳までの方で８回
コースを継続して参加できること。
◆日程／11月５日から12月24日まで
の毎週水曜日
◆場所／なでしこハウス
◆時間／13：30～15：30
◆参加料／施設使用料毎回200円・テ
キスト代1,050円
◆定員／10名
◆申込締切／10月31日画
◆申込・問合せ先／町地域包括支援セ
ンター（健康福祉課内）緯86－2233

◆日時／10月29日我　９：30～
◆場所／健康福祉センター
◆内容
焔講話／高血圧予防のための食事
焔調理実習／おいしく減塩するコツ
◆参加費／500円
◆持ち物／エプロン、筆記用具
◆定員／10名
◆申込締切／10月24日画
◆問合せ先／町健康福祉課健康医療室
緯86－2238

飯豊町役場
　　緯　0238-72-2111
   FAX   　　  72-3827
ホームページ　www.town.iide.yamagata.jp
Eメール：iide-info@town.iide.yamagata.jp

※この欄に掲載を望まない場合は届出
の際にお申し出てください。

ご結婚おめでとうございます
氏 名住 所

鈴 木 寛 輝さん
岩 瀬 佳 奈さん

　　  椿  　（添  　  川
お誕生おめでとうございます

ご両親氏 名住所
  真　司（宏　美手 塚 絢 

あ や

 音  ちゃん
ね

黒沢

  良　友（祥　子諸 本  葵  　ちゃん
あおい

椿

  淳　一（恵　子安 部 淳 
あ つ

 大  く　ん
ひ ろ

椿

  浩　憲（　恵　小 川 詩 織  
し

    ちゃん
お り

高峰

  泰　宏（詠　美舩 山 陽 丞      く　ん
よ う  す け

添川

  正　彦（郁　子髙 橋 瞭 
りょう

 太 く　ん
た

松原

心からおくやみ申し上げます
年齢氏 名住所
7６田 中 四 郎さん中西中
７８伊 藤 やゑ子さん北新田中
92菅 野 つ さん沖中
89那 須　 優　さん町西萩生
68後 藤 辰 彦さん町上萩生
99宇津木 せ いさん石原萩生
67後 藤 金 三さん石原萩生
50後 藤 勝 雄さんいいで宿萩生
64長 沼 新太郎さん財津堂椿
88横 山 ちよ子さん町下手ノ子
82草 刈 忠 吉さん下町添川
99　岡　　 知　さん　下屋地

脳活性化教室のご案内

今
・
月
・
の
・
表
・
紙

　第一小グラウンドで
行われた町小学校陸上
競技大会。少しでも早
く、高く、遠くへ。自
分の立てた目標を目指
して、子どもたちは一
生懸命頑張りました。

◇　
（
克
）
編 
集 
後 
記

編 
集 
後 
記

◇　
（
克
）
編 
集 
後 
記

◇
朝
晩
の
冷
え
込
み
が
激
し
く

な
り
、
愛
犬
の
散
歩
中
、
寒
さ

の
あ
ま
り
背
中
が
丸
く
な
る
。

◇
町
制
五
十
周
年
記
念
式
典
で
、

中
学
生
二
人
が
、
先
人
た
ち
の

作
り
上
げ
た
飯
豊
の
景
観
と
文

化
を
次
世
代
に
受
け
継
ぎ
、
元

気
で
潤
い
に
満
ち
た
新
た
な
町

を
創
造
す
る
と
宣
言
し
た
。
◇

五
十
年
と
い
う
時
間
の
中
で
、

地
道
に
進
め
て
き
た
ま
ち
づ
く

り
と
、
こ
れ
か
ら
進
む
べ
き
ま

ち
づ
く
り
を
思
う
と
、
背
筋
を

ピ
ン
と
張
っ
て
、
身
を
引
き
締

め
な
け
れ
ば
と
式
典
を
通
し
て

感
じ
る
の
だ
っ
た
。 

（
ひ
）

　あくてぃぶ倶楽部は、楽しみながら
健康のための運動を行う教室です。お
気軽に参加ください。
◆日時
①10月16日牙　９：30～
②10月30日牙　13：30～

◆場所／健康福祉センター
◆内容／エクササイズボールを使った
運動と特別な「運動」をしなくても活
動量を上げて脂肪を燃やす方法を学
びます。

◆参加費／１回500円
◆持ち物／タオル、飲み物、ズック
◆定員／10名
◆申込締切／10月14日峨
◆問合せ先／町健康福祉課健康医療室
緯86－2238

◆日時／11月13日牙　9：30～
◆内容／「聴覚障がい」「聴覚障がい教
育」についての研究会と授業参観

◆申込締切／11月７日画
◆申込・問合せ先
山形県立山形聾学校特別支援室 
鈴木緯023―688―2316

楽しく健康づくり
あくてぃぶ倶楽部のご案内

山形県聾学校学校公開

（9月届け出分）
（　）内は対前月比

9転入2,414（    2）世帯数
１2転出4,１00（   -8）男人　

口
6出生4,352（   -2）女
13死亡8,452（ -10）計

人の動き（９月分）

メタボ予防栄養教室
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緯74-2447東部地区公民館緯72-3353社会福祉協議会緯72-3111「 あ ～ す 」

緯75-2111西部地区公民館緯74-2011ひめさゆり荘緯86-2233町 健 康 福 祉 課

緯77-2020中津川地区公民館緯72-3086スポーツセンター緯86-2117介護老人保健施設

緯72-2245飯 豊 駐 在 所緯72-2126中部地区公民館緯72-2300国民健康保険診療所

緯77-2110中津川駐在所緯72-2242白椿地区公民館緯77-2330附属中津川診療所

　法務局では、西置賜地区の皆さんを
対象に登記相談会を行っています。
◆開催日／毎月第４木曜日
◆時間／10：00～15：00
◆場所／長井市役所市民相談室
◆問合せ先／山形地方法務局米沢支局
緯0238―22―2148

　10月１日から障がい者の方に対する
ＮＨＫ放送受信料免除の適用範囲が拡
大されました。
◆全額免除／世帯全員が住民税非課税
で、手帳をお持ちの身体・知的・精神
障がい者がいる世帯

◆半額免除
焔視覚・聴覚障がい者が世帯主の世帯
焔重度の障がい者が世帯主の世帯
・身体…身体障がい者手帳の等級が

１級または２級の方
・知的…療育手帳の等級がＡ
・精神…精神障がい者保健福祉手帳

の等級が１級
※免除を希望する場合は下記までお問
い合せください。

◆問合せ先／町健康福祉課福祉室
緯86―2233

◆日時／11月９日蚊　９：30～
◆場所／川西町農村環境改善センター
◆内容／紅大豆の作業体験、紅大豆と
花作大根を用いた料理教室など

◆定員／８組16名（親子、祖父母孫）
◆参加費／１人500円（材料費込み）
◆申込期間／10月24日画～11月４日峨
◆申込・問合せ先／置賜総合支庁農業振
興課園芸振興担当緯0238―26―6051

　１０月は不法投棄パトロール強化月間
です。ごみをみだりに捨てると法律で
処罰されます。
◆不法投棄１１０番電話
　緯0238－26－6034（置賜総合支庁環境課）
◆役場不法投棄窓口電話
　緯72－2111内線１３1（住民税務課生活環境
室）
※不法投棄１１０番電話は、強化月間中の
みでなく、常時開設しています。

　高い金利で借り入れしている方や多
重債務でお悩みの方に専門家が無料で
相談に応じます。希望される場合は下
記までお問い合わせください。
◆日時／10月23日牙　17：00～
◆場所／町民総合センター「あ～す」
◆対象／飯豊町在住の勤労者
◆問合せ先／役場産業振興課商工観光
室緯72－2111内線250または西置賜
地区労働者福祉協議会（労金長井支
店内）緯84－1100

　不登校などに関する相談会を開催し
ます。フリースペースの利用や家族会
についての話もお聴きいただけます。
◆日時／11月８日臥　13：30～
◆場所／から・ころセンター（米沢市）
◆内容／精神科医師、NPO法人から・
ころセンター職員、置賜保健所保健
師が相談内容に応じて担当し、相談
をお受けします。

◆その他／相談は無料ですが、事前の
申し込みが必要です。

◆申込・問合せ先／置賜保健所地域保
健予防課緯0238―22―3015

　消防法により、平成23年６月１日まで
に、すべての寝室および階段に火災警
報器を設置することが義務付けられて
います。町では、次のすべてに該当す
る世帯を対象に設置の助成を行います。
◆対象世帯
【高齢者世帯や障がい者世帯など】
○平成20年度市町村民税が非課税の
世帯
○高齢者世帯（65歳以上）・母子世帯・父
子世帯・障がい者世帯・生活保護世帯
○平成20年１月１日以前から継続して
住民基本台帳に登録されていること
◆助成内容／１世帯１戸を設置助成
◆申請期限／平成21年３月31日
◆申請・問合せ先／役場住民税務課生
活環境室緯72―2111内線133

◆日時／11月２日蚊　７：30～
（小雨決行）

◆集合場所／西部地区公民館
◆日程
8：30（落合地蔵尊）―10：30（宇津峠）
―12：00（西部地区公民館・芋煮会）

◆服装・持ち物／軽登山姿、運動靴、雨
具、帽子、飲料水など
◆参加費／芋煮会費・保険・資料代込み
大人1,500円、子ども1,000円
◆申込締切／10月24日画
◆申込方法／下記まで電話・FAX・E
メールでお申し込みください。ただ
しFAX、Eメールの場合は、芋煮会
の参加の有無、保険加入のため氏名・
生年月日を必ず明記してください。
◆申込・問合せ先／西部地区公民館
髙橋緯75―2111胃75―2273
Ｅ―mail seibuko@ejan.ne.jp

住宅用火災警報機の設置を
助成します

宇津峠歩こう会のご案内

不法投棄パトロール強化月間

債務整理相談会のご案内

ひきこもり相談会のご案内

法務局による登記相談会

障がい者の皆さんへ
NHK受信料免除基準が変わります

伝統野菜「親子」料理教室
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「きのこ狩り」
提供：岡田香代子さん（高峰）

　昭和30年代に実家の父が撮影したもので
す。小白川十文字部落の子どもたちが分校
の裏山できのこ狩りをし、昼食を食べてい
る場面です。記憶は薄くなってしまいまし
たが、子どもたちはご飯だけの弁当とお椀、
それに味噌を持参し、みんなできのこ鍋を
したようです。秋の懐かしい思い出です。

「豊川小運動会」
提供：五島泰一さん（手ノ子）

　昭和初期に祖父が撮った豊川小学校の運
動会の場面です。万国旗が飾られ、校庭に
児童が並んでいるのがわかります。校舎は

今の西部地区公民館のあ
たりにありました。豊川
小は小白川、高峰、大鹿、
高畑に分校をもつ、とて
も大きな学校でした。

「萩生小学校運動会」

提供：冨永則夫さん（萩生）
　昭和44年の萩生小学校運動会の写真で
す。子どもたちはみんな裸足でたくましさ
を感じます。校舎は、第
一小に統合された昭和
48年まで使われ、コミュ
ニティセンターに建て替
わりました。

「黒沢保育園運動会」
提供：佐藤由紀子さん（黒沢）

　昭和55年、黒沢保育園運動会の場面です。
当時は、久米繊維山形工場さんの敷地を借
りて運動会をしていました。黒沢地区から

保育園がなくなり久しく
なります。子どもたちの
元気な歌声が聞こえたあ
のころが、懐かしく感じ
られます。
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